
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

第 142 号 図書館だより 

2019 年 2 月 21 日 

関東学院六浦 

中高図書委員会 
Libro de Biblioteca 

リブロ デ ビブリオテーカ 

放課後イベントのお知らせ 
誰でも 

参加 OK♪ 



危険な読書 

〜人生変えちゃうかもしれないあの１冊〜 

あなたは本を読んで人生が変わった経験はありますか？ 

本に世の中の見え方を変えられたことはありますか？ 

そんな、読む人の人生を大きく変えてしまうかもしれない「危険な」本を紹介します。 

あなたも、本を読んで新しい一歩を踏み出しませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

図書館のカウンターに廃棄本を設置します。 

欲しい方はさしあげます。今回は今までで廃棄本が一番多くあるかもしれません。 

なので、すごく楽しめると思います！ 

差し上げられるのは、2 月 25 日(月)～3 月 13 日(水)です。 

お急ぎください！ 

 

 

無くなっていた「深夜廻」という本が、みつかりました！ 

探してくださった方、ありがとうございます。お騒がせしました。 

「夜廻」という本もあわせて人気の本なので、借りたい人は急いでくださいね♪ 

 

 

 

+ 
ここは平南中央駅。里島鉄道と桜川鉄道が接続しています。 

平南中央駅の放送 

「まもなく 4番線に普通侍従台行きの電車が参ります。危険ですので黄色い線の内側に下がってお待ち下さい。」 

そして、しばらくして列車が到着しました。 

平南中央駅の放送「平南中央、平南中央、ご乗車ありがとうございます。」 

BD2018 系： 「ふう、やっと平南中央についた。しかしまだ、折り返し侍従台行きの運用があるぞ。」 

里島鉄道本部：「BD2018 系 、BD2018 系に告ぐ、侍従台行きの運用が終わった後銀沢四景に有る西山車両製造に 

新型車両を取りに行くこと。」、と BD2018 系に言いました。 

BD2018 系： 「ああ、またかよ。」 

10 系客車： 「仕方がない、行くしか無いよ。」 

平南中央駅の放送「まもなく 4番線に普通侍従台行きの電車が発車します。閉まるドアにご注意下さい。」 

BD2018 系： 「良し、行くか。」 

そして侍従台駅に着いた時 

侍従台駅の放送 

「まもなく二番線に折り返し普通平南中央駅行きの電車が参ります。危険ですので黄色い線の内側に下がって 

お待ち下さい。」 

そして侍従台駅に到着した時 

侍従台駅の放送「まもなく 4番線に折り返し、普通平南中央行きの電車が発車します。閉まるドアにご注意下さい。」 

そして平南中央駅に着く時、 

平南中央駅の放送「まもなく二番線に折り返し侍従台駅行きの電車が参ります。危険ですので黄色い線の内側に 

下がってお待ち下さい。」 

桜川鉄道物語 第２話① ～図書委員の自作小説～ 

廃棄本差し上げます！ 

 

不明本がみつかりました！ 



平南中央駅に到着しました。 

BD2018 系： 「良しついた。次は貨物運用だ。おーい、C51、お前に侍従台行の運用を任せた。 

私は急きょ、里山車両製造に行って、新型車両を取りに行がなければならない事になった。」 

C51 系： 「良し、わかった。」 

そしてしばらく時間が経ち、列車が西山車両製造に到着しました。 

G50 系 ： 「どちら様ですか？」 

BD2018 系：「里島交通の者です。」 

G50 系 ： 「今回はどのような用件で来ましたか？」 

BD2018 系：「こないだ注文した新型車両を取りに来ました。」 

G50 系： 「わかりましたでは新型車両の場所までご案内します。」 

BD2018 系：「いやいやどうもすいません。」 

そして新型車両の場所について・・・ 

G50 系： 「こちらがあなた方がご注文なさった新型車両です。」 

BD2018 系：「わかりました。いつもありがとうございます。」 

G50 系： 「どういたしまして」 

そして BD2018 系は平南中央駅に戻り、しばらくして、平南中央駅に到着しました。 

平南中央駅に到着した時、新型車両は BD2018 系に自己紹介をしました。 

新型車両： 「こんにちは、私は電気式ツェッペリン型機関車の T500 型と申します。」 

BD2018 系： 「こんにちは、俺は BD2018 系機関車と言う。よろしくな。」 

新型車両： 「よろしくお願いします。」 

そして、しばらくして、里島鉄道本部長は BD2018 系に言いました。 

里島鉄道本部：「BD2018 系 、BD2018 系に告ぐ、お前がたった今持って来た車両を百福寺車両基地まで運ぶこと。 

新型車両を百福寺車両基地まで運んだら、今日の運用は終了だ。後、明日、新型車両の試運転が 

有る為、新型車両の試運転時の補助機関車をやること。以上。」 

BD 2018 系： 「よし、新型車両を百福寺車両基地に持って行くか。」 

そして、しばらくして百福寺車両基地に到着しました。 

百福寺車両基地に到着した時、新型車両が車両基地にいるみんなに自己紹介をしました。 

新型車両： 「どうもこんにちは、今日からここで働かせていただく事になった、 

電気式ツェッペリン型機関車の T500 型と申します。」 

「よろしく。」と百福寺車両基地にいる車両達は言いました。そしてその後百福寺車両基地にいる車両達が 

BD 2018 系から見て手前にいる車両から順番に自己紹介をしました。 

「どうも、俺は E90系電気機関車だ。よろしくな。」 

「どうも、僕は 70 系客車です。よろしくお願いします。」 

「どうも、俺は 240系電車だ。よろしくな。」 

「どうも、私は 240系客車です。よろしくお願いします。」 

「どうも、俺は 250系電車だ。たまに里島鉄道に並走している長縄高速鉄道（通称長縄新幹線）で 

長縄高速鉄道の中間車として走っている時があって、他の車両よりも、会う機会が少ないが、よろしくな。」 

「よろしくお願いします。」 

そして BD 2018 系は新型車両に言いました。 

BD 2018 系：「よし、T500 型、明日試運転があるから、今日は早めに寝よう。」 

新型車両： 「はい。」 

そして二両とも翌日に向けて、寝ました。 

                             この続きは、来月号で・・・ 
 
  

 

 

・イベントのお知らせを書きました。皆さんの参加を心よりお待ちしています！ 

本を読む楽しみをしみじみと感じられますね。                 (４年だより班) 

・自作小説を書きました。今回の物語は久しぶりに、桜川鉄道のお話を書きました。続きは来月号です。 

来月号で小説を出すのは最後になるので、最後の小説をぜひ楽しんでください。  (３年だより班) 

・不明本が見つかり、よかったです！                      (３年だより班) 

・「危険な読書」の記事を担当しました。 

これを機に、人生が変わった(良い意味で)方がいたら幸いです。          (２年だより班) 

・廃棄本、どんどんもらっていってください！                  (２年だより班) 

編集後記 

 


